
１
月
６
日
（
土
）
9
時
に
南
越
谷
駅
前
広
場
に

集
ま
っ
た
の
は
吉
田
（
健
）
、
吉
田
（
正
）
、
坂

本
、
足
立
、
五
十
嵐
、
伊
東
（
正
）
、
飛
山
（
敬

称
略
）
の
７
人
、
昨
日
の
寒
さ
が
嘘
の
よ
う
に
風

も
な
く
、
陽
だ
ま
り
は
暖
か
い
。
残
念
な
が
ら
体

調
の
不
良
や
急
な
用
事
な
ど
で
５
人
か
ら
い
け
な

い
と
い
う
連
絡
が
早
朝
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
今

回
の
初
詣
コ
ー
ス
は
小
江
戸
と
称
さ
れ
る
川
越
。

武
蔵
野
線
で
北
朝
霞
に
て
乗
り
換
え
、
東
武
東
上

線
の
川
越
市
駅
で
下
車
。
有
名
な
蔵
造
り
の
街
並

み
は
午
後
に
予
定
し
、
ま
ず
は
初
詣
の
目
的
地
、

だ
る
ま
市
が
有
名
で
「
川
越
大
師
」
と
し
て
親
し

ま
れ
る
喜
多
院
に
向
か
う
。
そ
こ
に
向
か
う
商
店

街
ク
レ
ア
モ
ー
ル
は
両
側
に
個
人
商
店
が
立
ち
並

び
、
２
㎞
以
上
続
い
て
い
る
。
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
で
個
人
商
店
が
ど
ん
ど
ん
置
き
換
え

ら
れ
て
い
く
の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
川
越
の
商
店

街
は
賑
わ
っ
て
お
り
人
通
り
も
多
い
。
裏
側
か
ら

「
ど
ろ
ぼ
う
橋
」
を
渡
り
喜
多
院
に
入
る
。
今
日

は
ま
だ
６
日
、
初
詣
の
参
拝
を
待
つ
人
が
延
々
と

並
ん
で
い
る
。
遠
く
か
ら
お
参
り
を
す
ま
し
、
川

越
城
本
丸
御
殿
の
そ
ば
の
三
芳
野
神
社
そ
ば
の
ベ

ン
チ
で
早
め
の
昼
食
。

吉
田
（
健
）
、
足
立
、
五
十
嵐
が
持
ち
寄
っ
た

手
作
り
の
料
理
に
ビ
ー
ル
、
梅
酒
、
焼
酎
な
ど
で

暖
か
い
陽
射
し
の
中
で
１
時
間
ほ
ど
飲
み
食
い
し

会
話
が
弾
ん
だ
。

午
後
は
途
中
「
川
越
城
中
ノ
門
堀
跡
」
を
見
る
。

深
さ
７
ｍ
、
巾
15
ｍ
の
空
堀
の
後
を
見
て
感
動
、

空
堀
の
後
ろ
の
民
家
に
あ
っ
た
鮮
や
か
な
「
９
条

守
れ
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
ま
た
感
動
。
い
よ
い

よ
メ
イ
ン
の
「
蔵
造
り
の
街
並
み
」
通
り
、
圧
倒

的
に
観
光
客
が
多
く
な
る
。
旧
い
街
並
み
が
良
く

保
存
さ
れ
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
売
る
店
が
軒
を
連

ね
て
い
る
。
気
が
付
く
と
電
柱
や
電
線
が
一
本
も

な
い
。
越
谷
も
江
戸
時
代
か
ら
の
宿
場
町
な
の
に

川
越
の
よ
う
に
売
り
物
が
な
い
の
は
残
念
な
こ
と

だ
。一

本
裏
道
に
行
く
と
賑
や
か
通
り
と
は
う
っ
て

か
わ
っ
た
住
宅
街
が
続
い
た
。
川
越
駅
前
の
喫
茶

店
で
反
省
会
を
す
る
。
本
日
は
1
万
４
千
歩
だ
っ

た
。

（
五
十
嵐
）

年
金
の
切
り
下
げ
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
」
を
保
障
し
た
憲
法
25
条
に
違
反
す

る
と
し
て
、
引
き
下
げ
の
無
効
を
求
め
る
年
金
裁

判
が
全
国
各
地
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
裁
判

の
出
発
は
２
０
１
３
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
政
府
に

よ
る
年
金
２
・
５
％
の
引
き
下
げ
で
し
た
。

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
は
昨
年
12
月
18
日
、

年
金
裁
判
の
県
内
の
原
告
団
61
人
を
励
ま
そ
う
と
、

「
原
告
団
を
励
ま
す
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

「
集
い
」
に
は
原
告
団
、
年
金
者
組
合
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
埼
玉
弁
護
団
の
斉
藤
耕
平
弁

護
士
が
激
励
あ
い
さ
つ
、
全
国
弁
護
団
共
同
代
表

の
加
藤
健
次
弁
護
士
が
講
演
（
写
真
）
を
行
い
ま

し
た
。

加
藤
弁
護
士
は
、
全
国
各
地
で
５
０
０
０
名
の

原
告
団
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
史
上
最
大
の
社
会

保
障
裁
判
と
し
て
年
金
裁
判
が
た
た
か
わ
れ
て
い

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
が
、
「
生
活
を

守
る
の
は
自
分
の
責
任
」
（
自
助
）
と
強
調
す
る

よ
う
に
、
憲
法
９
条
と
と
も
に
25
条
を
破
壊
し
よ

う
と
す
る
も
と
で
、
憲
法
25
条
に
基
づ
く
国
の
責

任
を
確
認
し
、
生
活
を
守
る
憲
法
論
争
と
し
て
、

重
要
な
意
義
を
持
つ
裁
判
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

埼
玉
で
は
す
で
に
７
回
目
の
口
頭
弁
論
が
昨
年

12
月
６
日
に
開
か
れ
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て

裁
判
の
山
場
を
む
か
え
ま
す
。
加
藤
弁
護
士
は
裁

判
で
勝
利
す
る
た
め
に
、
裁
判
の
内
容
を
広
く
社

会
に
広
め
る
こ
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
と

社
会
保
障
の
確
立
を
も
と
め
る
運
動
と
の
連
帯
を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
と
今
後
の
課
題
を
提
起
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
年
金
裁
判
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
今
す
す
め
て
い
る
「
〝
若
い
人
も
高
齢
者

も
安
心
で
き
る
〟
年
金
制
度
を
求
め
る
署
名
」
の

集
約
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
２
班
・
吉
田
正
美
）
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第
36
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

蔵
造
り
の
街
並
み

川
越
・喜
多
院
で
初
詣

【
囲
碁
ク
ラ
ブ
】

日
時

２
月
５
、

19
日(

月)

13
時
～
17
時

会
場

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室
（
う
め
）

会
費

半
年

６
０
０
円

連
絡
先

内
藤
（
９
６
５
）
３
１
４
９

【
民
謡
ク
ラ
ブ
『
な
ず
な
の
会
』
】

日
時

２
月
９
、
16
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

会
場

大
沢
公
民
館

会
費

月
２
０
０
０
円

講
師

藤
本
秀
琉

連
絡
先

樋
口
（
９
６
４
）
８
１
４
６

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

２
月
８
日(

木)

12
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

【
第
二
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

２
月
15
日(

木)

13
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

木
暮

０
９
０
（
２
９
１
９
）
６
２
０
９

【
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時

２
月
９
、
23
日(

金)

13
時
半
～

会
場

越
労
連
事
務
所

連
絡
先

五
十
嵐
（
９
６
６
）
０
８
２
０

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】

日
時

２

月
17
日(

土)

14
時

連
絡
先

舟
山

（
９
８
５
）
１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時

２

月
13
日(

火)

９
時

会
場

南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

憲
法
違
反
の

年
金
切
り
下
げ
は

無
効
だ
！

～
年
金
裁
判
「
原
告
団
を
励
ま
す
集
い
」
～

新
春
の
集
い
＆
誕
生
会
の
お
知
ら
せ

日
時

１
月
24
日
（
水
）

12
時
～
14
時
ま
で

会
場

山
谷
自
治
会
館

会
費

千
円

☆
詳
細
は
前
号
チ
ラ
シ
を
参
照
。


